
神
祇
式
内
社

　
　
　
火
男
火
売
神
社
（
二
）

維
新
政
府
と
神
道
国
教
化

　
明
治
維
新
を
迎
え
、
日
本
の
近
代
化
と
と
も
に
、
神
道
の
国
教

化
か
始
ま
る
。

　
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
　
一
月
、
神
祇
・
内
国
・
外
国
な
ど
仁

科
を
太
政
宮
中
に
置
き
、
つ
づ
い
て
同
九
月
、
皐
疋
宮
・
行
政
官
・

神
祇
官
な
ど
七
言
を
置
い
た
。
や
が
て
同
二
年
、
太
政
官
、
神
祇

宮
の
つ
ぎ
に
六
省
、
同
四
年
八
月
神
祇
官
か
ら
「
神
祇
省
」
、
五

年
三
月
に
神
祇
省
を
さ
ら
に
「
教
部
省
」
と
改
め
た
。
制
度
的
に
、

し
だ
い
に
神
道
国
教
化
の
地
歩
を
固
め
て
い
く
。

　
神
道
国
教
化
へ
の
実
現
と
し
て
知
ら
れ
た
の
が
「
神
仏
分
離
」

と
「
氏
子
調
べ
」
で
あ
る
。
明
治
元
年
三
月
、
神
祇
科
に
よ
る
布

達
で
、
権
現
や
牛
頭
天
王
（
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
の
守
神
）
を
は

じ
め
と
す
る
仏
教
語
に
よ
る
神
号
を
称
し
、
仏
像
を
も
っ
て
御
神

体
と
す
る
こ
と
な
ど
を
禁
じ
、
神
前
の
梵
鐘
や
仏
具
の
類
も
す

大
　
野
　
保
　
治

べ
て
取
り
除
か
せ
た
。
ま
た
、
各
地
大
小
の
神
社
に
対
し
て
僧
形

別
当
、
社
僧
を
称
す
る
輩
に
復
飾
（
還
俗
）
を
命
じ
た
。
こ
れ

ら
の
神
仏
分
離
は
、
神
仏
混
淆
を
廃
仏
棄
釈
と
い
う
形
で
徹
底
さ

せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
神
道
国
教
化
の
国
是
が
あ
れ
ば
こ
そ
行

な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
民
衆
の
中
に
し
み
つ
い
て

い
た
仏
数
的
要
素
の
排
除
は
至
難
の
わ
ざ
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
地
方
に
よ
っ
て
は
暴
挙
（
暴
力
行
為
）
と
い
え
る

結
果
を
も
た
ら
し
た
処
も
あ
っ
た
。
寺
院
の
権
力
が
神
社
側
に
移

る
と
い
う
単
純
な
図
式
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
点
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
が
寺
院
勢
力
に
は
、
制
度
的
に
大
き
な
打
撃
と
な
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
社
会
面
で
標
的
に
さ
れ
た
山
伏
や

稲
荷
修
業
者
な
ど
の
民
間
宗
数
者
た
ち
の
動
き
も
、
沈
滞
化
す
る

に
い
た
っ
た
。

　
だ
が
、
彼
等
が
庶
民
生
活
に
密
着
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
宗
教
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ｌ

的
伝
続
か
ら
す
れ
ば
、
容
易
に
消
滅
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
形

を
か
え
て
生
き
延
び
て
い
た
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
鶴
見
禅
定

や
鶴
見
嶽
蜂
入
り
行
事
は
戦
後
の
昭
和
三
八
年
に
再
び
復
活
し
て

い
る
）
。

　
明
治
五
年
に
設
置
さ
れ
た
教
部
省
は
「
三
条
の
教
憲
」
と
し
て
、
’

次
の
こ
と
を
発
布
し
た
。

一
、
敬
神
愛
国
の
旨
を
体
す
べ
き
こ
と

一
、
天
理
人
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

一
、
皇
上
を
奉
戴
し
、
朝
旨
を
遵
守
せ
し
む
べ
き
こ
と

神
職
は
当
然
な
が
ら
、
さ
ら
に
抹
消
さ
れ
な
か
っ
た
僧
侶
た
ち
も

教
導
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
布
教
に
当
て
ら
れ
た
。
極
端
な

宗
教
的
政
策
が
必
ず
や
反
動
を
招
く
こ
と
は
、
世
界
の
宗
教
史
が

証
明
し
て
い
る
。
廃
仏
毀
釈
に
し
て
も
、
ほ
ぼ
Ｉ
〇
年
を
経
過
す

る
と
、
そ
の
失
敗
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
民
衆
生
活
を
神

社
の
規
制
の
下
に
追
い
込
ん
だ
「
氏
子
調
べ
」
も
、
表
面
的
に
終

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
僧
の
托
鉢
の
行
為
は
、
教
部
省
に
よ
っ
て

同
五
年
一
一
月
に
禁
止
さ
れ
た
が
、
一
〇
年
後
の
明
治
一
四
年
八

月
に
は
、
そ
の
禁
止
も
解
か
れ
て
い
る
。

　
明
治
四
年
五
月
一
四
日
、
神
官
・
社
家
の
世
襲
制
を
刷
新
し
て

♂
り
ｒ
♂
　
ｃ
Ｉ
％
『
♂
一
♂
／
ｙ
Ｉ
く
ダ
、
。
。
そ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

神
祇
官
に
所
属
さ
せ
る
と
同
時
に
、
官
幣
大
社
・
中
社
・
小
社
、

国
幣
大
社
・
中
社
・
小
社
併
せ
て
九
七
社
を
定
め
、
神
祇
官
所
管

の
諸
社
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
府
県
社
・
藩
社
・
郷
社
・
村
社

（
産
土
神
）
を
そ
の
地
方
行
政
に
属
さ
せ
る
形
と
な
っ
た
。

　
同
年
七
月
、
さ
ら
に
そ
の
行
政
区
に
お
い
て
最
高
の
社
を
「
郷

社
」
と
し
、
そ
の
他
は
郷
社
付
属
と
す
る
「
村
社
」
に
位
置
付
け
る

こ
と
を
規
定
し
た
（
一
郷
一
社
の
制
）
。
そ
の
た
め
、
神
社
組
織

は
表
面
的
に
は
統
一
さ
れ
た
。

　
三
ヵ
条
の
教
憲
は
、
維
新
前
の
仏
教
信
仰
に
代
わ
っ
て
「
敬
神
」
　
　
一

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
う
ち
出
し
、
天
皇
崇
拝
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
　
　
5
2

て
、
こ
れ
を
近
代
天
皇
制
の
宗
教
的
・
政
治
的
基
本
理
念
と
し
た
　
　
一

の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
後
、
五
年
こ
一
月
に
は
「
胎
教
を
明
ら
か

に
し
、
唯
神
の
大
道
を
宣
揚
す
べ
し
」
と
す
る
「
大
教
宣
布
」
が
発

せ
ら
れ
、
そ
の
実
施
機
関
と
し
て
中
央
に
大
教
院
が
設
置
さ
れ
、

神
仏
合
同
の
布
教
組
織
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
仏

教
側
の
反
対
で
こ
の
大
教
院
は
同
八
年
廃
止
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
「
教
導
職
」
は
明
治
五
年
、
教
部
省
に
置
か
れ
た
強

化
政
策
を
担
当
す
る
役
で
あ
り
、
神
官
を
主
に
、
僧
侶
な
ど
が
任

命
さ
れ
た
。
神
仏
判
然
令
以
後
、
廃
仏
思
想
が
次
第
に
浸
透
し
て



ゆ
く
中
で
、
神
道
を
基
本
と
す
る
『
教
憲
三
ケ
条
』
の
教
導
に
当
た
っ

て
、
敵
視
し
て
き
た
仏
教
側
の
力
を
借
り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

何
は
と
も
あ
れ
、
教
導
職
に
は
、
そ
の
職
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を

相
当
数
確
保
す
る
こ
と
が
最
大
の
急
務
で
あ
っ
た
か
ら
、
政
府
は

ま
ず
そ
の
養
成
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
教
導
職
の
制
度
は
、
同
一
七
年
八
月
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で

十
二
年
間
存
続
し
た
。

　
大
赦
院
解
散
の
後
、
神
道
側
は
中
央
に
神
道
事
務
局
を
設
け
て

「
天
皇
制
」
と
結
び
つ
い
た
皇
大
神
宮
信
仰
へ
と
向
け
、
国
家
神
刄

と
し
て
軌
道
の
修
正
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
皇
大
神

宮
の
大
麻
（
神
札
）
が
、
行
政
末
端
機
関
で
あ
る
戸
長
に
よ
っ
て

一
方
的
に
全
戸
に
配
布
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
政
府
は
元
来
、
廃

仏
毀
釈
を
意
図
し
た
の
で
は
な
い
と
す
る
が
、
神
祇
官
は
国
学
者

の
支
配
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
地
で
盛
ん
に
廃
仏
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
三
河
や
信
越
、
越
前
に
反
動
的
な
暴
動
が
生
じ

た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
県
社
」
へ
の
道
の
り

明
治
雄
新
政
府
は
、
天
皇
の
神
格
的
権
威
を
確
立
す
る
た
め
、
明

治
元
年
三
月
、
太
政
官
布
告
と
し
て
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
「
神
仏

判
然
（
分
離
）
令
」
を
発
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
廃
仏
毀
釈
反
対

の
動
き
や
、
信
教
自
由
の
権
利
主
張
の
声
が
高
ま
り
、
そ
の
結
果
、

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
月
に
は
宗
派
名
再
興
と
宣
教
の
許
可

が
通
達
さ
れ
た
。

　
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
太
政
官
（
神
祇
省
）
で
は
、
全
国
の
神

社
の
整
理
・
格
付
け
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
次
つ
ぎ
に
宗
教
政
策
を

打
ち
出
し
て
い
っ
た
。

　
ま
ず
、
官
幣
・
国
幣
の
神
社
の
社
格
決
定
で
は
、
か
つ
て
の

延
喜
式
内
社
の
中
か
ら
こ
れ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
古
来
の
歴

史
的
経
緯
を
重
視
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
神
社
ご
と
の
崇
敬
状

況
や
地
域
的
分
布
事
情
な
ど
も
考
慮
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
官
弊

社
が
三
五
、
国
弊
社
が
六
二
の
合
計
九
七
社
が
選
ば
れ
た
。

　
こ
う
し
て
先
ず
「
官
社
」
が
選
ば
れ
、
つ
い
で
「
府
県
社
」
の

選
定
に
移
っ
た
。
大
男
火
売
神
社
は
直
ち
に
同
五
年
九
月
神
職
の

加
藤
組
滋
と
鶴
見
村
副
戸
長
直
江
和
太
吉
が
連
名
で
、
当
社
の
由

来
を
誌
し
た
「
式
内
　
火
男
火
売
神
社
記
」
を
大
分
県
に
提
出
し

た
。
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そ
の
結
果
火
男
火
売
神
社
は
、
同
回
一
年
め
で
た
く
「
県
社
」

列
せ
ら
れ
た
。

〃神苑と本殿に

。
‐
、
、
４
’
‘
’
％
Ｍ
ｔ

４
｡
’
４
’
ｉ
ｒ
４
。
隋
脚
力
油
屈
耶

　
神
官
加
藤
家
は
、
明
治
四
年
神
社
の
社
格
決
定
の
太
政
官
布
告

で
、
神
官
の
世
襲
と
適
格
性
と
が
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
改

革
で
、
中
世
以
降
連
綿
と
つ
づ
い
て
き
た
加
藤
家
も
ひ
と
ま
ず
三

〇
代
で
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
過
去
の
実
績
が
高
く
評
価
さ

れ
「
神
官
職
適
格
」
と
公
認
さ
れ
て
再
び
就
任
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
た
。
現
在
の
神
官
職
加
藤
兼
司
氏
は
そ
の
第
三
八
代
に
当
た
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
維
新
後
、
全
国
の
神
社
は
「
神
宮
」
と
「
一
般

神
社
」
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
社
格
に
よ
っ
て
官
・
国
弊
社
と
府

県
社
以
下
と
に
大
別
さ
れ
た
。
官
・
国
弊
社
は
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
大
社
・
中
社
・
小
社
に
区
分
さ
れ
た
。
府
県
社
以
下
（
「
民
社
」
）

は
、
社
格
と
し
て
「
府
県
社
≒
郷
社
≒
村
社
≒
無
格
社
」
に
分
類
さ

れ
た
。
当
初
、
県
下
の
官
・
国
弊
社
は

　
官
幣
大
社
　
宇
佐
神
宮

　
国
幣
中
社
　
西
寒
多
神
社

の
二
社
で
あ
っ
た
が
、
大
正
五
年
、
杵
原
神
社
が
県
社
か
ら
国
幣

小
社
に
昇
格
し
て
三
社
に
な
っ
た
。

　
府
県
社
以
下
が
「
民
社
」
と
呼
ば
れ
た
の
に
対
し
て
、
官
・
国
幣

社
は
「
官
社
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
職
員
の
身
分
や
財
政
、
祭
祀
な
ど

は
完
全
に
「
官
」
に
掌
握
さ
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
「
民
社
」
と
し
て

㈲



の
「
県
社
」
の
社
格
公
認
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

・
明
治
五
年
指
定
さ
れ
た
神
社

　
奈
多
神
社
　
杵
原
神
社
　
城
似
神
社
　
大
原
神
社

・
同
六
年
指
定
さ
れ
た
神
社

　
早
吸
日
女
神
社
　
椎
根
津
彦
神
社

〃゛

・
同
工
一
年
指
定
さ
れ
た
神
社

　
薦
神
社
　
鷹
居
神
社
　
妻
垣
神
社

同
年
十
月
指
定
さ
れ
た
神
社

　
「
大
東
大
㈲
㈲
㈲
」
建
男
霜
凝
彦
神
社

　
　
　
１
１
１

県
内
併
せ
て
一
一
社
、
ま
た
郷
社
は
明
治
一
三
年
現
在
、
一
万
一

社
を
数
え
た
。
ま
た
、
社
格
決
定
に
際
し
て
極
小
神
社
、
土
俗
神
・

雑
信
仰
の
祠
は
淘
汰
さ
れ
て
中
心
社
に
集
め
ら
れ
た
り
、
合
祀
さ

れ
た
。

御
嶽
権
現
社
と
の
紛
争

　
維
新
政
府
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
に
行
政
区
を
置
い
て

最
高
の
神
社
を
「
郷
社
」
一
社
と
し
、
そ
の
他
は
郷
社
に
付
属
す

る
「
村
社
」
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
規
定
し
た
。

　
維
新
政
府
直
轄
の
日
田
県
に
属
し
た
別
府
市
域
は
、
明
治
四
年

に
他
県
よ
り
も
い
ち
早
く
行
政
区
の
編
成
に
着
手
し
た
。
「
郷
社
」

に
つ
い
て
は
、
同
一
小
区
内
で
石
垣
ハ
幡
（
春
木
）
を
郷
社
に
推

す
三
石
垣
・
両
鉄
輪
村
と
御
嶽
権
現
社
を
推
す
立
石
村
と
が
対
立

し
た
（
「
南
鉄
輪
村
庄
屋
日
記
」
　
一
〇
月
二
六
日
）
。
当
時
は
森
県

に
属
し
た
北
中
・
原
中
は
鶴
見
社
を
郷
社
に
推
し
て
承
認
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
県
社
」
昇
格
を
め
ぐ
っ
て
、
鶴
見
社
と
同
じ
大
男

火
売
神
二
座
を
祭
神
と
す
る
立
石
村
の
御
嶽
権
現
社
の
間
に
激
し

い
対
立
が
起
こ
っ
た
。

　
鶴
見
村
（
北
中
・
原
中
）
の
鶴
見
社
は
、
江
戸
期
の
末
迄
は
鶴
見

権
現
社
（
熊
野
権
現
の
末
社
）
と
称
さ
れ
て
い
た
が
（
後
述
）
、
文
政

元
年
に
唯
一
神
道
を
堅
持
す
る
北
中
村
庄
屋
の
直
江
雄
ハ
郎
が
、
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三
代
実
録
・
延
喜
式
・
続
日
本
後
記
な
ど
の
旧
記
を
調
べ
延
喜
式

内
社
で
あ
る
事
を
実
証
し
て
、
火
男
火
売
神
社
の
神
号
復
活
を
許

さ
れ
て
明
治
に
至
っ
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
、
立
石
村
の
御
嶽
社
は
、

江
戸
期
に
は
霧
島
権
現
社
と
し
て
修
験
者
の
山
伏
が
仕
え
て
い
た
’

が
、
立
石
村
で
は
、
元
来
御
嶽
社
は
火
男
火
売
神
の
御
神
体
で
あ

る
鶴
見
嶽
の
遥
拝
所
で
あ
り
、
熊
野
権
現
社
を
勧
請
し
た
鶴
見

社
と
は
異
な
り
、
当
社
こ
そ
火
男
火
売
二
座
の
神
を
祀
る
本
社
で

あ
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
双
方
と
も
式
内
社
火
男
火
売

神
社
は
当
社
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
政
府
は
「
神
仏
判
然
令
」
を
出
し
て
社
格
を
決
定
す
る
た
め
に
、

全
国
の
神
社
に
対
し
て
由
来
記
の
提
出
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
応
え

て
「
火
男
火
売
神
社
」
を
称
す
る
鶴
見
社
も
御
嶽
社
も
、
と
も
に
社

記
を
県
庁
に
提
出
し
た
。

　
明
治
七
年
、
鶴
見
社
が
提
出
し
た
「
神
社
記
」
の
内
容
に
関
し

て
、
熊
野
権
現
社
と
称
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
御
尋
問
」
が
あ
り
、

次
の
よ
う
な
奉
答
文
が
県
に
残
さ
れ
て
い
る
。

一
本
社
ヲ
熊
野
権
現
卜
偽
証
セ
シ
事

　
是
ハ
、
鉄
輪
村
温
泉
八
時
宗
開
山
一
遍
坊
、
建
治
二
年
熊
野
権

現
ノ
霊
夢
ヲ
蒙
り
造
ル
所
ナ
リ
ト
伝
ヘ
タ
リ
。
佐
藤
邨
彦
（
南
鉄

輪
村
庄
屋
）
ノ
祖
先
佐
藤
新
兵
衛
、
宝
暦
年
間
二
鉄
輪
ノ
庄
屋
タ

リ
。
其
ノ
温
泉
ヲ
繁
昌
セ
シ
メ
ン
ト
欲
シ
、
遊
行
本
山
藤
渾
寺
二

中
立
テ
シ
時
、
鶴
見
権
現
ハ
熊
野
権
現
ナ
リ
ト
云
ヘ
ル
ニ
始
マ
ル
。

　
ソ
コ
ニ
ハ
彼
宗
二
Ｉ
遍
聖
人
絵
詞
伝
ト
云
フ
書
ヲ
上
木
シ
、
又

鉄
輪
村
松
寿
庵
縁
起
二
之
ヲ
称
シ
テ
諸
国
入
湯
人
二
与
ヘ
シ
ョ
リ
、

熊
野
権
現
ノ
称
盛
ン
二
行
ハ
レ
タ
リ
。
本
社
ヲ
熊
野
権
現
卜
付
会

シ
タ
ル
ハ
、
本
社
中
央
ノ
神
、
イ
ザ
ナ
ギ
尊
ヲ
紀
州
熊
野
神
社
ニ

祀
ル
ニ
縁
ア
レ
バ
ナ
リ
。
（
後
略
）

　
以
上
の
要
点
を
列
記
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
鶴
見
権
現
を
も
っ
て
熊
野
権
現
と
「
偽
証
」
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
宝
暦
年
間
以
降
で
あ
る
こ
と
。

②
　
一
遍
聖
人
が
開
い
た
と
伝
え
る
松
寿
庵
と
鉄
輪
温
泉
と
を
世

に
拡
め
ん
と
し
て
、
当
時
の
鉄
輪
村
の
庄
屋
ら
が
企
て
た
こ
と
で

あ
る
こ
と
。

③
　
時
宗
の
宗
派
が
作
成
し
た
一
遍
聖
人
絵
詞
伝
や
松
寿
庵
縁
起

書
に
も
、
そ
の
よ
う
に
書
き
込
ん
で
諸
国
の
入
湯
人
に
配
布
し
た

た
め
に
そ
う
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

④
　
当
社
の
御
祭
神
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
尊
を
熊
野
権
現
社
も
祀
っ
て

い
る
こ
と
も
同
一
視
さ
れ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
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文
化
年
間
に
直
江
雄
ハ
郎
が
神
号
を
復
活
し
た
経
緯
も
あ
り
、

こ
の
「
奉
答
文
」
の
作
者
た
ち
は
、
少
な
か
ら
ざ
る
義
憤
を
も
っ

て
書
い
た
で
あ
ろ
う
ご
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
表
題
の
「
偽
証
」
と
か
、

文
中
の
熊
野
権
現
に
「
付
会
」
（
物
事
を
こ
じ
つ
け
る
こ
と
）
な
ど

の
文
言
に
、
そ
れ
が
う
か
が
え
る
。

　
県
は
両
社
の
紛
争
の
決
着
を
つ
け
る
た
め
に
、
両
社
の
諸
資
料
・

証
拠
文
献
・
絵
図
な
ど
を
添
付
し
て
敏
郎
省
に
提
出
し
た
。
敏
部

省
で
は
両
社
の
歴
史
的
経
緯
、
社
地
な
ど
の
基
本
財
産
（
古
い
満

田
の
呼
称
名
な
ど
）
、
崇
敬
に
対
す
る
現
況
、
別
当
職
・
神
官
家

の
系
譜
な
ど
詳
細
に
調
べ
あ
げ
た
上
で
、
式
内
社
の
正
統
を
継
承

す
る
の
は
鶴
見
村
鎮
座
の
火
男
火
売
神
社
で
あ
る
と
裁
定
を
下
し
、

明
治
こ
一
年
七
月
六
日
付
（
指
定
は
Ｉ
〇
月
）
で
「
県
社
」
に
、
い
っ

ぽ
う
、
立
石
村
鎮
座
の
御
嶽
社
は
式
下
社
と
し
て
郷
社
に
最
終
的

に
決
定
を
見
て
両
社
の
紛
争
は
決
着
し
た
の
で
あ
る
。

　
御
嶽
社
は
大
正
こ
一
年
四
月
、
内
務
省
に
よ
る
通
達
で
「
県
社
」

昇
格
が
実
現
し
た
。

　
そ
の
後
、
鶴
見
の
「
式
内
　
火
男
火
売
神
社
」
は
社
殿
も
整
い
、

平
成
一
一
年
に
「
創
立
千
百
五
十
年
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

翌
、
平
成
こ
一
年
（
二
〇
〇
〇
）
盛
大
な
記
念
大
祭
が
行
わ
れ
た
。

－
追
加
－

　
火
男
火
売
神
社
は
、
今
年
創
立
千
百
五
十
年
の
記
念
祭
を
催
し

た
が
、
千
年
祭
の
経
緯
が
亀
川
村
庄
屋
の
日
記
に
残
さ
れ
て
い
る

の
で
追
加
し
て
お
く
。

　
火
男
火
売
神
社
が
鎮
座
す
る
北
中
村
（
鶴
見
）
は
森
藩
領
で
、

南
と
東
に
立
石
村
な
ど
南
組
、
北
と
東
に
北
組
の
幕
府
領
の
村
々

に
囲
ま
れ
て
い
た
。

　
文
久
四
年
、
鶴
見
北
中
・
原
中
村
の
庄
屋
直
江
都
蔵
・
和
太
古

か
ら
北
組
の
年
番
庄
屋
佐
藤
東
古
に
次
の
よ
う
な
訴
状
が
届
い
た
。

　
　
「
・
：
立
石
村
よ
り
鶴
見
山
上
に
お
い
て
硫
黄
掘
取
候
旨
、
右
は

古
来
よ
り
山
上
よ
り
枯
木
等
取
り
去
り
候
て
も
（
山
が
）
荒
れ
候

旨
申
し
伝
え
候
は
ご
承
知
の
通
り
に
ご
座
候
。
尤
も
往
古
硫
黄

掘
り
候
儀
も
申
し
伝
え
候
え
ば
そ
の
砺
も
大
荒
れ
し
候
。
麓
村
々

の
儀
は
追
々
麦
作
熟
し
方
の
時
節
に
も
あ
い
な
り
、
当
時
諸
色
高

値
（
物
価
高
）
の
折
か
ら
心
配
つ
か
ま
つ
り
候
段
、
小
前
（
百
姓
）

よ
り
歎
き
出
候
儀
に
ご
座
候
。
…
…
山
下
の
儀
は
ご
同
様
の
儀
思

し
召
し
、
ご
同
意
に
候
え
ば
ご
同
支
配
中
の
儀
、
程
よ
く
立
石
村

へ
お
掛
け
合
い
下
さ
れ
た
く
存
じ
奉
り
候
。
…
」

　
鶴
見
嶽
の
麓
に
あ
る
北
組
の
村
々
（
両
鉄
輪
村
）
も
同
様
に
被
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害
を
受
け
る
の
で
、
南
組
の
立
石
村
は
組
違
い
で
は
あ
る
が
、
北

組
の
ほ
う
か
ら
硫
黄
堀
を
止
め
る
よ
う
掛
け
合
っ
て
く
れ
と
い
う

趣
旨
で
あ
る
。

　
南
鉄
輪
村
の
佐
藤
東
吉
は
、
三
月
十
六
日
、
立
会
（
会
議
）
Å

開
く
た
め
に
早
途
次
の
廻
状
を
北
組
の
村
々
に
廻
し
た
。

　
　
「
別
紙
の
よ
う
に
鶴
見
村
よ
り
申
し
参
り
候
。
鶴
見
山
に
お
い

て
硫
黄
穿
取
り
候
儀
小
前
ど
も
伝
え
聞
く
に
及
び
、
南
北
鉄
輪
村

と
も
歎
き
出
あ
い
な
り
申
し
候
。
往
古
も
右
穿
取
り
候
に
つ
き
凶

荒
あ
い
続
き
候
段
申
し
伝
え
も
こ
れ
あ
り
候
え
ば
、
こ
の
度
、
立

石
村
右
よ
う
の
振
る
舞
い
つ
か
ま
つ
り
候
て
は
山
下
の
村
々
大
変

も
は
か
り
難
く
、
す
で
に
貞
観
度
鶴
見
山
焼
け
立
ち
山
下
荒
々
の

原
野
に
あ
い
な
り
候
よ
り
千
年
に
あ
い
当
た
り
候
よ
し
に
て
、
鶴

見
村
な
ど
に
は
今
年
大
祭
つ
か
ま
つ
り
候
趣
の
と
こ
ろ
、
右
よ
う

存
立
候
願
（
硫
黄
堀
を
や
め
さ
せ
る
）
如
何
の
存
意
（
考
え
）
に

候
哉
。

　
来
る
十
八
日
南
鉄
輪
に
お
い
て
五
ツ
時
、
揃
い
お
立
会
申
し
上

げ
存
念
お
談
示
申
し
あ
げ
候
上
に
て
立
石
へ
掛
け
合
い
申
す
ぺ
き

や
、
お
役
所
に
お
歎
願
申
し
上
ぐ
べ
き
や
、
こ
の
度
は
名
代
無
く

お
出
席
申
し
上
ぐ
べ
く
候
。
・
：

三
月
二
十
九
日
の
日
記
に

　
　
「
鶴
見
山
に
て
硫
黄
掘
り
方
の
儀
、
先
達
て
当
組
合
達
印
の
書

　
付
（
を
）
高
松
役
所
へ
差
し
出
し
候
と
こ
ろ
、
直
ち
に
立
石

（
庄
屋
）
七
郎
呼
び
出
し
に
つ
き
、
お
差
し
留
め
あ
い
な
り
候
趣
、

立
石
氏
よ
り
南
鉄
輪
へ
返
　
状
つ
か
ま
つ
り
候
」

　
こ
の
立
石
村
硫
黄
堀
の
一
件
は
役
所
の
聯
一
‘
一
で
落
着
し
た
。

百
五
十
年
前
の
火
男
火
売
神
社
「
千
年
祭
」
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
許
に
と
り
行
わ
れ
た
。
山
の
物
を
取
る
と
山
が
荒
れ
る
と
い

う
伝
説
は
方
々
に
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
鶴
見
山
麓
の
村
人
が
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

当
に
硫
黄
採
掘
が
山
荒
れ
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
　
　
5
8

ろ
う
か
。
高
松
役
所
が
介
在
し
た
事
件
で
あ
る
か
ら
単
に
盲
動
し
　
　
一

た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
、
す
で
に
銅
山
で

硫
黄
を
採
掘
し
て
利
益
を
あ
げ
て
い
た
北
中
村
庄
屋
直
江
郁
蔵
が
、

こ
の
よ
う
な
迷
信
で
動
揺
す
る
の
は
お
か
し
い
。
新
た
に
始
め
ら

れ
よ
う
と
す
る
立
石
村
の
硫
黄
採
掘
を
阻
止
し
て
、
硫
黄
生
産
の

独
占
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
掛

け
合
い
を
依
頼
さ
れ
た
南
鉄
輪
村
庄
屋
の
佐
藤
東
吉
は
、
直
江
都

蔵
の
実
兄
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
追
加
文
責
入
江
）
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